
40歳以上の国民健康保険加入者のみなさまへ
特定健康診査は、もう受診しましたか？

源泉徴収票が送付されます

定住意思のある新婚夫婦に結婚祝金を交付します コンビニ交付サービスの
臨時休止のお知らせ

　生活習慣病の発症や進行を防ぐため、特定健康診査を受診しましょう。
　特定健康診査は、下記の契約医療機関で受診することができます。まだ受診されていない方には、
１月頃に町から受診に必要な書類を送付します。書類が届きましたら、直接、医療機関にご予約のう
え受診してください。

　○受診期間：３月 31日（月）まで（ご予約はお早めに）
　○自己負担：無料
　○持ちもの：受診券、問診票、国民健康保険被保険者証（資格確認書またはマイナンバーカード含む）等

　令和 6年中に国民年金、厚生年金を受け取られた方に、年金総額や源泉徴収された所得税額等をお
知らせする「公的年金等の源泉徴収票」が、1月から順次、日本年金機構より送付されます。所得税の
確定申告の際に必要となりますので、大切に保管しましょう。

※障害年金や遺族年金は、非課税所得にあたるため、源泉徴収票は送付されません。

【川越年金事務所の予約相談】
　川越年金事務所では、予約相談を行っています。事前に予約をしないで年金事務所へ向かわれますと、
相談まで長時間お待ちいただく場合があります。予約の際は、基礎年金番号がわかるものをご準備の
うえ、下記「予約受付専用電話」へご連絡ください。

あ川越年金事務所　　　　う 049-242-2657
予約受付専用電話　　 　  う 0570-05-4890
あ町民課　国保年金担当　う内線 123

祝金額　新婚夫婦１組 10万円
対　象　次の条件をすべて満たしている新婚夫婦
　　　　○夫婦どちらかが婚姻日において 40

歳未満であること
　　　　○婚姻日から６か月以内に越生町に住

所があり、居住していること
　　　　○申請日から３年以上、越生町に定住

する意思があること
　　　　○過去にこの祝金の交付を受けた方と

の結婚でないこと
　　　　○同一人との再婚でないこと
　　　　○町税等に滞納がないこと
申込み　婚姻日から１年を経過した日以後１年

以内に、次の書類を町民課窓口へ提出
提出書類　○結婚祝金交付申請書
　　　　○戸籍謄本（町外に本籍がある場合）
　　　　○宣誓書（定住の意思等を確認できる書類）
あ町民課　住民担当　う内線 124・125

　システムメンテナンスのため、住民票の写し
等の各種証明書の発行を臨時休止いたします。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解くださる
ようお願いいたします。

【システムメンテナンス日】
　２月13日（木）午後9時～ 11時

※証明書のコンビニ交付を利用しようとした場
合、メンテナンスの状況によりカードが使用
できない旨のメッセージが表示されることが
あります。

あ町民課　住民担当　う内線 124・125

契約医療機関 住　　所 電話（049）
市川医院 越生町大字越生981 292－3011
越生メディカルクリニック 越生町大字黒岩199－1 277－1119
かあいファミリークリニック 越生町大字上野1025 299－6222
初野医院 毛呂山町大字長瀬1850 294－7713
長瀬クリニック 毛呂山町大字川角94-２ 295－0708
ゆずの木台クリニック 毛呂山町中央２-５-５ 295－5158
おっぺ小児科・アレルギー科クリニック 毛呂山町若山１-８-７ 295－5550
ハピネス会　川角クリニック 毛呂山町大字下川原171 295－3959
街かどのクリニック 毛呂山町大字川角７-１ 298－5357
坂戸中央健康管理センター
※１月 31日（金）まで 坂戸市千代田４-13-３ 289－3355

あ保健センター
　う 292 － 5505（直通）
あ町民課　国保年金担当　
　う内線 123
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う 292-3121　え 292-5400　お webmaster@town.ogose.saitama.jp役場ですハイ！

精神障害者に対する旅客鉄道株式会社等の旅客運賃の割引制度導入について

越生町高齢者補聴器購入費助成事業について

【割引の概要】
　割引の開始日、取扱区間、割引率、介護者等の取り扱いは、各鉄道会社によって異なる場合があります。
詳しくは各鉄道会社にお問い合わせください。
　JRグループの割引制度については、町のホームページをご覧ください。
【対象となる方】
　○精神障害者保健福祉手帳（旅客鉄道株式会社旅客運賃減額欄に第１種
　　または第２種の記載のあるもの）をお持ちの方
　第１種：精神障害者保健福祉手帳１級
　第２種：精神障害者保健福祉手帳２級または３級
　※お持ちの手帳が以下の場合、割引が適用とならないため、ご注意ください。
　・第１種、第２種の記載がない手帳（記載を希望する方は下記の【精神障害者保健福祉手帳に第１

種または第２種の記載を希望する方へ】をご覧ください）
　・有効期限が切れている手帳
　・写真が貼付されていない手帳
【精神障害者保健福祉手帳に第１種または第２種の記載を希望する方へ】
　・手帳更新の際、新しい手帳にスタンプを押印し、お渡しします。
　・手帳更新前に記載を希望する方は、越生町役場健康福祉課にてスタンプを押印し、お渡しします。
　※写真が貼付されていない手帳につきましては、割引が適用とならないため、写真をご持参のうえ、
再交付申請の手続きが必要となります。写真は、縦 4cm ×横 3cm、撮影１年以内、上半身無帽のもの
をご用意ください。

あ健康福祉課　福祉担当　う内線113

　最近、耳が聞こえにくくなったと感じることはありませんか。聴力は加齢とともに衰えていきます。
聴力の低下はゆっくりと進むため、自覚のないまま聴力が下がっている方もいます。聞こえにくさを
放置しておくと、日常生活に支障が出たり、認知症発症のリスク上昇に繋がります。しかし、早期に
発見することで聴力の改善を図ることができます。自分の聞こえの状態をチェックしてみましょう。

難聴を放置すると・・・
　下記のような様々なリスクが潜んでいます。
　・家族や友人とのコミュニケーションがとりづらくなる
　・テレビの音が聞き取りにくくなる
　・インターフォンや電話の鳴る音に気づきにくくなる
　・外出時、車の音などに気づかない
　・人との会話が億劫になり、社会との関わりが減り、孤立する

　越生町では、聴力の低下によって日常生活に支障をきたしている高齢者のコミュニケーション能力
向上を図ることで、将来予測される認知症等の予防を図ることを目的として補聴器購入費用の一部を
助成します。

自分の聞こえの状態をチェックしてみましょう
　□会話をしている時に聞き返すことがよくある
　□聞き間違いが多い
　□見えないところからの音に気づきにくい
　□話し声が大きいといわれる
　□集会や会議など数人の会話でうまく聞き取れ

ない
　□電子体温計や電子レンジのお知らせ音が聞こ

えにくい
　□相手の言ったことを推測で判断することがある
　□大きくうるさい音の場所で過ごすことが多い
　□家族にテレビの音が大きいと言われる
　□検査などで生活習慣病の指摘を受けたことが

ある

チェックが0個～ 2個の方
　•現状は問題ないと思われますが、「聞こ

え」は急に衰えることがあります。
　•今後も定期的に耳の検査を受けるように

しましょう。

チェックが3個～ 4個の方
　•一度、耳の専門医に相談してみてはいか

がでしょうか。

チェックが5個以上の方
　•できるだけ早く、耳の専門医で診察を受

けることをお勧めします。

JR運賃精神障害者割引制度
の導入について（町HP）
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